
(千種区　18.18K㎡）

総数 男 女 世帯数 人口

1 千 種 5,765 9,022 4,566 4,456    67    92

2 千 石 4,055 6,779 3,429 3,350    6 △ 23

3 内 山 5,670 7,895 4,205 3,690    50    32

4 大 和 3,459 6,528 3,203 3,325 △ 66 △ 138

5 上 野 7,374 15,272 7,443 7,829 △ 26 △ 73

6 高 見 7,256 13,130 6,281 6,849 △ 30 △ 24

7 春 岡 6,922 10,870 5,741 5,129    32 △ 6

8 田 代 11,254 21,690 10,350 11,340 △ 6 △ 101

9 東 山 10,235 18,942 9,238 9,704    1 △ 131

10 見 付 4,537 8,448 4,228 4,220 △ 11 △ 26

11 星 ケ 丘 3,562 6,803 3,019 3,784    9 △ 49

12 自 由 ケ 丘 3,531 7,189 3,265 3,924 △ 12 △ 44

13 富 士 見 台 6,516 15,151 6,873 8,278    7 △ 45

14 宮 根 3,823 8,077 3,734 4,343 △ 19 △ 50

15 千 代 田 橋 3,742 8,274 3,886 4,388    8 △ 31

87,701 164,070 79,461 84,609    10 △ 617

86,317 163,921 79,376 84,545 △ 148 △ 763

1384 149 85 64 158 146

1,147,600 2,319,928 1,138,061 1,181,867    3,629 △ 2,670

3,294,821 7,483,341 3,726,023 3,757,318    973 △ 3,509

出 生 死 亡 自然増減 転 入 転 出 社会増減
74 133 △ 59 2,418 2,976 △ 558

昭和６０年 163,762 平成１７年 153,118

平成　２年 156,478 平成２２年 160,015

平成　７年 148,847 平成２７年 164,696

平成１２年 148,537 令和　２年 165,245

注） 学区別の世帯数と人口は、令和2年国勢調査結果の本市独自集計速報値であり、後日総務省から公表される
数値と異なる場合があります。

統計なごやweb版　　http://www.city.nagoya.jp/shisei/category/67-5-0-0-0-0-0-0-0-0.html

前月中の
増減内訳

自然動態 社会動態

【

参
考
】

国勢調査千種区人口 これまでの最大人口と最小人口(千種区)

最大人口 173,598 (昭和50年2月1日)

最小人口 146,727 (平成11年4月1日)

千 種 区 計

R4.4.1

対 前 年 比

名 古 屋 市

愛 知 県
（ R5.3.1 ）

令和５年４月１日現在の世帯数と人口

学区名 世帯数
人 口 対前月増減



令和 4年千種区の人口動向の概況 

 新年度となり、身の回りで転入・転出があった方も多いと思います。そこで今回は千種区の人口動向を

考える上で重要な人口増減の内訳を見ていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 10 月から令和 4 年９月までの千種区の社会増減数は 615 人の増加となっており（図２）、

名古屋市 16 区の中で 7 番目となっています。また、社会増減数は平成 12 年以降転入超過を維持し

ています。 

  また、人口移動数(転入数＋転出数)は 27,059 人で、中区に次いで 16 区中 2 番目となっています。

 

 
図 2: 千種区の平成 6 年以降の社会増減数、転入数および転出数の推移（各年前年 10 月～当年 9 月） 

図 1: 千種区の人口増減数、自然増減数および社会増減数の推移 

（各年前年 10 月～当年 9 月） 

令和 4 年 10 月現在の千種区

の人口数は、前年同月比 26 人増

加の 164,933 人となっており、

名古屋市 16 区のうち 4 番目の

人口規模です。図 1 の人口増減数

を見てみると、千種区の人口は平

成 11 年から平成 30 年まで増加

していましたが以降は減少傾向

です。一方、自然増減数（出生数

－死亡数）は年々減少しており、

令和 4 年は過去 30 年の中で一

番多い 589 人の減少でした。千

種区の人口増減数の変化は社会

増減数の変化に大きく依存して

いると考えられます。そこで、社

会増減数およびこれを左右する

転入数・転出数について見ていき

ます。 

 


